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Innovation for the Rotary club ロータリーに新風を 2012 年９月のロータリーレートは １ドル＝ 80 円

金沢百万石

ロータリーの友から 2012.10
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Kanazawa Hyakumangoku
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2012 ～ 2013
(役員） 会長：北山吉明 ｴﾚｸﾄ：野城 勲 副会長：宮永満祐美 幹事：川きみよ 副幹事：上杉輝子

直前会長 会計：西村邦雄

（理事）クラブ管理運営委員長：村田祐一 副：相良光貞（親睦：金沂秀 プログラム：若狭豊

SAA： 上杉輝子 ニコニコ：井口千夏 友好・ｸﾗﾌﾞ細則：魏賢任）

奉仕プロジェクト委員長：竹田敬一郎 副：後出博敏（職業：土田初子 社会新世代：武藤清秀

国際：宮永満祐美 ﾗｵｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ：岩倉舟伊智）

会員組織委員長：二木秀樹 副：江守巧 会員増強修練：金沂秀

ロータリー財団委員長：藤間勘菊 副：東海林也令子（ロータリー財団・米山：藤間勘菊 年次寄付：北山吉明）

広報委員会委員長：吉田昭生 副：江守道子（広報：谷伊津子 ロータリー情報：木場紀子

会報：石丸幹夫) 常任理事： 石丸幹夫 ★太字：理事役員

長期姉妹クラブ担当 南光州：金 石丸 岩倉 江守巧 村田 東京世田谷中央：炭谷 岩倉 石丸 木村幸生 藤間

京都北東：炭谷 杵屋 水野 高崎： 石丸 村田 藤間 宮永

例会場 ホテル日航金沢 5F 〒 920-0853 金沢市本町 2-15-1 T076-234-11111 例会日時 木曜日 19：00
事務室 ライブ１ビル 2F 〒 920-0852 金沢市此花町 3-2 T262-2211 F262-2241 (事務局) 阿原美和

E-mail khrc@quartz.ocn.ne.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL http://www17.ocn.ne.jp/~hrc/
事務局執務時間 月火水金 9：00 ～ 15：00 木 9：00 ～ 12：00 ､ 17:30 ～ 20:00 休憩時間 12：00 ～ 13：00

休日（土日祝日) 幹事 川きみよ 090/9766/6666 副幹事 上杉輝子 090
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点 鐘
SONG 『我らの生業』
四つのテスト
北山吉明会長 挨拶： 福島県

で小児の甲状腺ガンが見つかり

ました。県は原発事故とは関係

ない、と声明を出しました。チ

ェルノブイリ原発事故に関連し

て発生した小児甲状腺ガンを長

期にわたり研究してきた長野県松本市長で医師の管谷昭氏は、この県の即断に大きな疑問と

危惧を表明しています。 また、福島県の原発事故警戒区域を抱える、浪江町と双葉町は将来への命の履歴書と

して町独自の「放射線手帳」を発行しました。県や国の検診ではあてにならないこと、将来への不安を拭い去り

たいと広島の「被爆者健康手帳」をモデルにし、国や企業の保障を取り付ける手立てとしたいとのことです。の

らりくらりと方針を変えていく国の態度は被災者に多くの不安を投げかけています。

ロータリーの友 9 月号の宮脇昭氏の「いのちの森を未来につなぐ」は、日本の国土に本来自生していたタブ、

シイ、カシの森を、人間の都合で破壊してきたことが、今回の震災の大きな被害に繋がったとの論点で書かれた

ものです。これらの森は、日本文化の原点となる鎮守の森として、神信仰の対象であり、それゆえに伐採を逃れ

てきたものです。しかし、近年の経済重視の政策により、殆どの鎮守の森が姿を消しました。タブやシイは根が

深く、多少の揺れや津波で倒れません。松や杉は根が浅く簡単に倒れます。東北の大震災では松が津波で倒され

て、それが流れ多くの家屋を壊し、人の命も奪ったということです。

自然の防波堤である森を蘇らせよう、と宮脇氏は力説しています。

是非、ご一読ください。

ゲスト紹介 （卓話者）金沢香林坊ＲＣ 小幡 謙二 様

（米山奨学生）郭 蒓 様 奨学金の支給

ビジターの紹介 金沢南ＲＣ 岡元 洋人 様

《食 事》

幹事報告・委員会報告
川きみよ幹事：『親と子のリレーションシップほくりく 事務局長 徳井久康さん』 からご支援

のお願い

2009 年に富山国際会議場で行われた｢子どもの権利条約フォーラム 2009inとやま｣において、知り

合った団体を中心に、北陸三県の子ども支援団体が連携し、情報交換を行う集まりとして 2011 年

に設立。昨年、発足記念大会を石川県で開催、今年は富山で開催の準備を進めている。大会の趣

旨にご賛同の上、協賛を頂きたいとのお願いです。

協賛金 一口 5,000 円 次回の理事会で協賛をするかどうか決めたいと思います。

ニコニコ Box ¥8,000- 本年度 ¥188,000- 残高 ¥4,265,216
-

香林坊ＲＣ小幡謙二様： ｢いい勉強させていただきました｣感謝の一言です 。北山会長：小幡謙

二様は｢おかえりなさい｣という言葉がふさわしいです。本日は宜しくお願いいたします。 上杉

会員：小幡様、ようこそいらっしゃいませ。お話とても楽しみにしています。 木場会員：小幡

様、いつもメーキャップありがとうございます。今日は卓話楽しみにしています。 吉田会員：

よく働きました。一段落したので出掛けてきました。小幡さんとも久し振りの再会です。奥深い

話楽しみにしています。

講話の時間 「 されど水商売 」 金沢香林坊ＲＣ 小幡 謙二 様

プロフィール： 1958 年生まれ 金沢経済大学 Ⅱ 部卒 Ｓ５５年 思うことあり、新日本

プロレスの門を叩く 約６年間、世の中の仕組みを叩き込まれました。平成元年 片町に現店舗を

開店 Ｈ１２年 ビル取得 Ｈ２１年 仏誌 ミシュランに掲載される

（紹介：野城 勲エレクト）

講話要旨： 地区大会などのいい経験をしました。有り難うございます。 私は今、片町で水商売をしています

が、元々未経験でした。20 才の時、片町に日本海側では初めてのトレーニングセンターが出来まして、ウエート

リフティングをしました。星陵高校一年の馳浩さんもその頃ハーベルを挙げにきました。

元々、私はプロレスラーになりたかったのですが身長が 168 ｃｍしかなく、新日本プロレスに紹介されましたが、

郭 蒓 様：
先週東京に行き筆記

試験には合格しまし

た。またがんばりま

す

（米山奨学生））

669 回

ホテル日航金沢５Ｆ

2012 9.27（木）19:00
例会出席率 15/35 42.86％

８月修正出席率 71.24%
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選手でなくて会場の準備などの仕事をしました。金沢経済大学へ入ったのは 23 才にもな

ってからです。 その頃のプロレスはお客も多く、全盛時代でした。それは真剣勝負で

した。132 ｋｇの選手が 100 ｍを 11 秒台で走ったりしていました。国際試合もあり、アン

トニオ猪木の血圧は試合前 200 にも上がっていました。私は試合の設営などしていました

が、暴力団事務所にも挨拶に行かなければなりません。この様な興業の世界の仕事になれ

ると人間もかわるようです。 何でも強気になるのですね？例えば車事故でも 自分が悪

いのに相手のせいにしたりするのが当たり前になったりします。

しかし私にとって良かったのですが、会社の内紛でそこをやめる時がきました。30 才で金

沢に戻り、片町でバーをひらきました。語学も出来ましたので外国人のお客も来てくれて、

借りていた雑居ビルの値下がりもあり、銀行も貸してくれて購入することができました。

タイミングよくいい人に会うことは大切なことですね。たまたまメイキャップに来た百万

石クラブは大変暖かく迎えて下さいましたので、しばしば来ることになりました。

いまでは片町の 2000 軒もあったバーは 1500 軒にも減っています。ラブホテルは１軒のみで、風俗店も少ないの

です。安心して遊べる街になりました。異常な客引きの禁止、二重駐車の禁止なども徹底しなければなりません。

点 鐘
パストガバナーからの手紙

｢尖閣問題の一断面｣ パストガバナー 炭谷 亮一

日本は、1973 年の第一次オイルショックを受け、1975 年に「石油備蓄法」を制定。前年純輸入量の 90 日分の備

蓄を民間石油会社に義務づけたところ、この目標は 1980 年度末に達成された。

現在の備蓄は国家と民間を合わせて 199 日持つほどの量がある。同様にＬＰガスも「石油備蓄法」に基づいて

備蓄されており、民間と国家を合わせて 60 日分・150 万トンが達成目標だ。

これ以外に、日本の石油企業や商社が海外で自主開発している油田プロジェクトが 130 あり、輸入量の 16 ～ 18
％を占める。これには、海外の土地で日本資本が油田開発に協力・資本参画しているものも含む。しかし、相手

国の政情不安などに巻き込まれることもあり、いつでも安全というわけではない。

日本国内でも秋田県や北海道に油田はあるが、国内ではわずか 1 日で消費されてしまう程度の埋蔵量しかない

のが現状だ。

しかし、決して悲観的になる必要はない。1969 年に発表された国連アジア極東経済委員会による海底調査結果

と、その後の日本の調査で、尖閣諸島周辺の東シナ海に 1000 億バレル、700 兆円相当の油田があることが判明し

たのだ。これは世界第二の石油埋蔵国であるイラクの全油田埋蔵量に匹敵する規模である。

中国は 1969 年以降、自国の領土と主張するようになった。今年 4 月に石原都知事は、日本人個人所有者より都

が尖閣諸島を買収するとの案を、アメリカの首都ワシントン D.C で発表し、早速全国各地より 14 億円余りの募金

が寄せられ、8 月末に東京都は船舶を出して尖閣諸島を調査した。しかしその後、9 月に入って突然国が購入し、

尖閣諸島は国有地となった。さあここから予想通り中国政府は大反発し、中国国内で抗議のデモと暴動、尖閣諸

島周辺では中国政府の艦艇が、領海侵犯を繰り返し、武力衝突さえ懸念される事態となった。日本国民の中にか

なりの不安が広がっているように見受けられる。

しかし私は、全然武力衝突など起こりようがないと考えている。海には、海上と海中がある。今起こっている

騒動は海上である。海中の状態を想像してみた。多分、日米の潜水艦がそれこそ水面下、いや、海中に多数存在

し、領海をがっちり防衛しており、中国・台湾などの潜水艦は全く尖閣諸島水域に近付けない状態であろう。い

ざ、武力衝突になった場合、海上の艦艇と海中の潜水艦では、全然お話にならないくらい潜水艦が有利であり、

武力衝突など起こりようがない。

最後に、なぜ今尖閣諸島の国有化が必要なの

かは、石原都知事も、日本政府も、尖閣諸島は

日米安保の適用範囲である言質を米政府に確認

したうえでの国有化であり、日本の経済再生の

ため、尖閣諸島周辺に埋蔵されている石油資源

活用の為、米石油メジャーと共同開発に乗り出

そうとしていると見るべきであろう。700 兆円

の石油資源を、日本とアメリカで折半出来れば

多少のいざこざなど取るに足らないと言える。

日本再生、日本興隆の起爆剤と成り得る。

ロータリー歌壇 第 1 席に 2012.10


